
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度「立志式」を行いました  三次中 

 ２月３日（木）、三次中学校体育館にて、令和７年度立志式を行いました。立志発表に先立ち，３

年生が総合的な学習の時間でこれまで地域の方々とともに取り組んできた「グッドタウンみよし」

についてまとめの発表をしました。今年度、三次ふれあいフェスタ等に参画したことから見えた成

果や課題について報告し，後輩たちへのこのバトンを引き継いでほしいと話してくれました。 

立志式には、保護者のみなさんはじめ、３年生の学びに関わってくださってきた学校運営協議会

の皆様、河内小学校・三次小・君田小学校の６年生、そして、君田中学校の２年生に参加していただ

きました。まず、３年生を代表して４名の生徒が、「私の将来」「大切にしたいこと」などのテーマ

で、自分の経験から学んだことやこれからどのように生きていくか、人としてどうあるべきか等、自

分の決意を発表しました。そして、３年生生徒全員が、自分の将来への思いを表す言葉を色紙に書

き、発表しました。一人一人の言葉に込めた思いに、自己の将来に臨む決意と覚悟が見え、とても立

派な姿を披露してくれました。 

 ３年生の発表に続いては、平成８年度三次中学校卒業生であり第 33 代日本スーパーフライ級チ

ャンピオンの中広 大悟 様から、「夢に向かって」と題し、御講演をいただきました。自分の生き

方をどうとらえるのか、地域の一員として地域の将来を担うことの大切さなどについてお話をいた

だきました。生徒にとって自らの今と将来を考える貴重な機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒の感想より】 

・３年間で３回の講師の人の話を聞く機会があったけど、中広さんのお話が自分には一番心に刺さ

りました。まず、ボクシングの選手と聞いていたから今もボクシングとか関係した仕事をしてい

ると思っていたけど、作業療法士として仕事をしておられるのがびっくりしました。そして、話を

聞いて意見を聞いて行動するか、事実を知って行動するかで自分の未来が大きく変わることが分

かったし、自分も中広さんみたいに実行力をもっとつけて、将来人の役に立ちたいと思いました。 

・３年生が発表したグッドタウンみよしについての話を聞いて、先輩方が経験したうえで失敗した

話を聞き、来年度私たちがやるときには今回の話を聞いてより良いものにして地域を活性化させ、

三次をさらに盛り上げていこうと思いました。 

・中広さんの話を聞いて「挑戦して失敗してほしい」という言葉がとても印象に残りました。最初か

ら「絶対無理」と言わず、挑戦してみることが大切だということが分かりました。失敗しても大丈

夫という勇気を持たせてくれた中広さんは、これからも困っている人を助けられる人だと思いま

した。 
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【問い合わせ・意見送付先】市立三次中学校  TEL 0824-62-2896   FAX 0824-62-2899  

 E-mail miyoshi-j@school.miyoshi.hiroshima.jp 

 
 

心に栄養をたっぷりと 地域の方の読み聞かせ  河内小 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校卒業・中学校への進学を前に６年生は、中学校で一緒に学ぶ河内小学校・君田小学校

と合同で職業インタビューを行いました。各学校で、身近なところにどんな職業があるのか

調べ、興味をもった職業について整理し、地域や保護者の方に依頼をしました。ゲストティ

ーチャーのみなさんからは、仕事の内容・役割、やりがいや願い・苦労等の話をしていただ

きました。ご協力いただいた皆様、ありがとうございました。 

≪児童の感想より≫ 私は今、勉強が大変で、大人になったらもう勉強はないと思っていま

した。だけど大人になってからも自分の夢に向かって歩き出すために勉強が必要なことが分

かりました。今からコツコツ努力する力をつかておきたいです。 

  

 

２月４日職業インタビューを行いました    三次小 

 

 河内小学校では、今年も毎月、読み聞かせボラ
ンティアの臺和美さんと岩見篤子さんに来てい
ただき、本の読み聞かせをしていただいていま
す。お二人とも河内小での読み聞かせは、もう
10年以上になり、これまでたくさんの子どもた
ちに本のよさや楽しさを伝えてきてくださって
います。 
 本を開くとそこにはたくさんの世界があり、ま
だ行ったことのない国、出会ったことのない人、
昔のお話や未来のお話など、本の中の世界に入る
ことができます。臺さん岩見さんの読み聞かせ
は、本を通して、子どもたちにいろいろな世界を

見せたり疑似体験をさせたりしてくださってい
ます。本の読み聞かせが終わると、本に込めた思
いを話してくださったり、子どもたちと感想を交
流し合ったりしてくださっています。 
 みんな毎月の本の読み聞かせをとても楽しみ
にしています。これからもどうぞよろしくお願い
します。 
 

一緒に給食を食べて、午後は中学

校の「立志式」に参加しました。 


